
  

社会保障（介護納付金） 

 

取りまとめ 
 

「介護納付金負担金等」（厚生労働省所管事業） 

 

・ 高齢化に伴い社会保障給付費が増加する中で、社会保障制度の持続可能性を確

保するためには、負担と給付の両面にわたる改革に取り組むことが必要である。介

護分野については、介護の保険者である市町村の機能の強化・利用者負担の見直

し・給付の適正化を含む改革が必要である。 

・ 全ての国民に関係する社会保障分野の改革については、国民の理解を得るために

も、信頼できるデータ分析に基づく建設的な議論を行うことが必要である。医療分野

においては、既にＮＤＢ（レセプト情報・特定健診等情報データベース）を活用した分

析が徐々に進みつつあり、介護分野においてもデータの整備・分析を一層進めて、

医療分野のデータとの連携を含め、データを有効活用した改革に取り組んでいくべ

きである。 

・ 介護納付金については、「社会保障改革プログラム法」や「経済・財政再生計画 改

革工程表」において、総報酬割の導入に関する指摘がなされていることも踏まえ、

負担能力に応じて公平に負担を分かち合う観点から検討すべきである。 


